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な
ぜ
障
が
い
者
を
雇
う
中
小
企
業
は
業
績
を
上
げ
続
け
る
の
か
？

な
ぜ
障
が
い
者
を
雇
う
中
小
企
業
は
業
績
を
上
げ
続
け
る
の
か
？

　

障
害
者
雇
用
委
員
会
は
、
八
月
七

日
（
木
）、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
高
崎
を
会
場
に
「
障
害
者
雇
用
委

員
会
一
〇
周
年
記
念
式
典
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
委
員
会
発
足
十
年
の
節

目
と
な
る
本
式
典
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
障
害
者
雇
用
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
登
壇

い
た
だ
い
た
報
告
者
を
は
じ
め
、
近

県
同
友
会
の
障
害
者
関
連
委
員
長
や

県
内
の
特
別
支
援
学
校
、
各
支
援
機

障
害
者
雇
用
委
員
会

障
害
者
雇
用
委
員
会
1010
周
年
記
念
式
典

周
年
記
念
式
典

関
か
ら
約
七
〇
名

が
集
ま
り
ま
し

た
。

　

記
念
式
典
で

は
、
群
馬
県
産
業

経
済
部
労
働
政
策

課
・
齋
藤
慎
一
課

長
、
群
馬
労
働
局

職
業
安
定
部
・
水

野
憲
一
部
長
よ
り

祝
辞
を
い
た
だ
い

た
ほ
か
、
委
員
会

設
立
か
ら
十
年
の

振
り
返
り
を
、
生

沼
初
代
委
員
長
が

務
め
、
黒
岩
前
事

務
局
長
と
の
文
字

通
り
二
人
三
脚
で

の
船
出
を
振
返
る

と
と
も
に
、
活
動

の
幅
が
拡
が
り
メ

ン
バ
ー
も
増
え
た
委
員
会

へ
の
期
待
を
語
り
ま
し

た
。
ま
た
、
今
後
の
十
年

に
向
け
て
、
石
原
委
員
長

が
決
意
表
明
を
行
い
「
小

さ
な
配
慮
が
大
き
な
自
信

に
つ
な
が
る
。
そ
の
積
み

重
ね
が
組
織
に
好
循
環
を

も
た
ら
す
」
と
し
て
、
改

め
て
人
を
生
か
す
経
営
の

実
践
を
誓
い
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
横
浜
市

立
大
学
・
影
山
摩
子
弥
名

誉
教
授
が
「
な
ぜ
障
が
い

者
を
雇
う
中
小
企
業
は
業

績
を
上
げ
続
け
る
の

か
？
」
と
の
テ
ー
マ
で
講
演
し
、
中

小
企
業
が
抱
え
る
人
手
不
足
と
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
課
題
を
障
害
者
雇
用

が
解
決
す
る
と
の
指
摘
に
加
え
、
障

害
者
が
多
様
性
と
心
理
的
安
全
性
を

職
場
に
も
た
ら
す
こ
と
で
、
健
常
者

の
労
働
生
産
性
ま
で
高
ま
り
、
企
業

全
体
の
業
績
が
向
上
す
る
具
体
的
事

例
が
多
数
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
後
の
グ
ル
ー
プ
討
論
で
は

「
中
小
企
業
な
ら
で
は
の
柔
軟
性
は

障
害
者
雇
用
に
ど
う
活
か
せ
ま
す

か
？
」
と
の
テ
ー
マ
で
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、「
直
接
雇
用
だ
け
で
な
く
、

就
労
支
援
へ
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
や
多

様
な
関
わ
り
方
が
あ
る
」「
障
害
者

雇
用
が
健
常
者
社
員
の
グ
レ
ー
ゾ
ー

ン
特
性
把
握
に
繋
が
る
可
能
性
が
あ

る
」
と
い
っ
た
意
見
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
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女性経営者全国交流会 in 東京女性経営者全国交流会 in 東京
　

九
月
四
日
（
木
）、
五
日
（
金
）

の
二
日
間
、
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
を

会
場
に
「
第
二
十
八
回
女
性
経
営
者

全
国
交
流
会
in
東
京
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。「
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
！

～
咲
き
誇
れ
、
じ
ぶ
ん
色
、
み
ん
な

色
～
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
各
地
同

友
会
か
ら
約
一
一
〇
〇
名
の
参
加
者

が
結
集
。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
参
加

者
が
県
の
垣
根
を
越
え
て
学
び
合
い

ま
し
た
。
群
馬
同
友
会
か
ら
の
参
加

者
は
十
八
名
。

　

一
日
目
は
「
経
営
者
の
覚
悟
」「
経

営
理
念
の
実
践
」「
人
を
生
か
す
経

営
」「
市
場
・
顧
客
」「
付
加
価
値
を

高
め
る
」「
企
業
の
社
会
的
責
任
」「
多

様
性
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
女
性
活
躍
」

な
ど
、
全
十
一
の
分
科
会
に
分
か
れ

て
経
営
体
験
報
告

や
グ
ル
ー
プ
討
論

が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

第
六
分
科
会
で

は
、
群
馬
同
友
会

のN's Peducation

・

高
屋
敷
奈
央
氏
が

座
長
を
務
め
、
赤

城
フ
ー
ズ
㈱
・
遠

山
昌
子
氏
が
「
会

社
を
救
っ
た
の
は

や
っ
ぱ
り
カ
リ
カ

リ
梅
だ
っ
た
！
～

見
方
を
変
え
れ
ば

今
あ
る
も
の
が
再

生
の
カ
ギ
に
～
」

と
題
し
て
報
告
。

「
自
社
の
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
見
つ

め
直
し
、
強
み
を

信
じ
て
発
信
し
続

け
た
こ
と
が
付
加

価
値
向
上
に
つ
な

が
り
、
い
ま
大
き
く
花
開
い
た
」
と

GRADATION！咲き誇れ、GRADATION！咲き誇れ、
　　　　　　じぶん色、みんな色　　　　　　じぶん色、みんな色

約
二
〇
〇
名
の
参

加
者
に
訴
え
か
け

ま
し
た
。

　

二
日
目
の
全
体

会
で
は
、
創
業

一
八
〇
五
年
、
く

ず
餅
・
く
ず
餅
乳

酸
菌
の
製
造
販
売

を
行
う
㈱
船
橋

屋
・
神
山
恭
子
氏

が
「
こ
の
会
社
が

好
き
だ
か
ら
～
愛

と
行
動
で
未
来
を

創
る
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
～
」
と
題

し
て
記
念
講
演
を

行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン

ケ
ー
ト
に
は
「
自

分
で
は
見
え
て
い
な
い
自
社
の
強
み

に
気
付
か
せ
て
も
ら
っ
た
」「
自
社

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
化
の
重
要
性
を

強
く
感
じ
た
」「
初
心
・
理
念
を
忘

れ
ず
笑
顔
を
伝
播
さ
せ
る
経
営
姿
勢

を
目
指
し
た
い
」「
価
値
を
創
る
（
見

出
す
）
の
は
経
営
者
」
な
ど
が
綴
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

来
年
度
の
女
性
経
営
者
全
国
交
流

会
は
兵
庫
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

今
大
会
の
熱
い
思
い
を
地
元
群
馬
に

持
ち
帰
り
、
来
年
も
群
馬
同
友
会
か

ら
大
勢
の
参
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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経
営
労
働
委
員
会
主
催
に
よ
る

「
第
三
〇
期
経
営
指
針
を
つ
く
る
会
」

が
八
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
期
も
全
六
回
・
十
二
日
間
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
て
設
営
。
企
業
の
道
し
る

べ
と
な
る
経
営
指
針
の
成
文
化
と
実

践
で
厳
し
い
経
営
環
境
を
乗
り
越
え

る
た
め
、
十
九
社
よ
り
二
十
三
名
の

参
加
申
込
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
一
講
は
八
月
一
日
（
金
）・
二

日
（
土
）
の
二
日
間
、
前
橋
問
屋
セ

ン
タ
ー
会
館
を
会
場
に
「
経
営
理
念

の
作
成
と
深
堀
り
」
を
テ
ー
マ
に
開

催
。
企
業
の
根
幹
を
な
す
経
営
理
念

の
成
文
化
や
練
り
直
し
を
中
心
に
、

講
義
や
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

小
板
橋
委
員
長
の
開
会
挨
拶
・
趣

旨
説
明
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
一
日
目

第
30
期　

経
営
指
針
を
つ
く
る
会
・
第
１
講

は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
務
め
る
高
橋
氏
・

鈴
木
氏
が
「
時
代
認

識
＆
自
社
を
取
り
巻

く
経
営
環
境
」
を

テ
ー
マ
に
、
不
確
実

性
の
高
い
時
代
に
中

小
企
業
が
生
き
残
る

た
め
の
ポ
イ
ン
ト
や

経
営
指
針
作
成
の
重

要
性
な
ど
を
講
義
し

ま
し
た
。
ま
た
、
つ

く
る
会
参
加
の
体
験

談
と
し
て
、
㈲
マ
ル

ニ
精
機
・
関
口
氏
が

「
経
営
指
針
作
成
で

我
が
社
は
こ
う
変

わ
っ
た
」
と
題
し
て

報
告
。
売
上
・
経
常
利
益
・

自
己
資
本
比
率
な
ど
の
推

移
を
示
し
な
が
ら
、
そ
の

時
々
の
出
来
事
や
経
営
課

題
、
自
社
の
変
化
な
ど
を

振
り
返
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ
討

論
で
は
、
講
義
・
報
告
に

込
め
ら
れ
た
熱
き
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
受
け
、
自
社
の

経
営
課
題
と
参
加
目
的
を

改
め
て
明
確
に
す
る
と
と

も
に
、
今
後
の
経
営
指
針

作
成
へ
の
想
い
や
目
指
す

べ
き
企
業
像
を
深
め
合
い

ま
し
た
。

　

一
日
目
の
後
半
か
ら
二
日
目
は
、

今
年
度
が
初
参
加
に
な
る
メ
ン
バ
ー

を
中
心
に
し
た
Ａ
コ
ー
ス
と
、
昨
年

か
ら
連
続
参
加
に
な
る
メ
ン
バ
ー
を

中
心
に
し
た
Ｂ
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て

進
行
。
Ａ
コ
ー
ス
は
「
経
営
理
念
検

討
シ
ー
ト
」
の
記
入
と
グ
ル
ー
プ
討

論
を
交
互
に
行
い
、
メ
ン
バ
ー
か
ら

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
創

業
者
の
想
い
や
自
社
の
使
命
を
経
営

理
念
に
重
ね
て
い
き
ま
し
た
。一
方
、

Ｂ
コ
ー
ス
は
「
企
業
変
革
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
に
基
づ
い
て
経
営
課
題
を

抽
出
し
た
後
、
参
加
者
同
士
の
実
践

交
流
を
通
じ
、
今
後
の
取
り
組
み
を

明
確
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

次
回
以
降
、
環
境
分
析
や
財
務
分

析
、
経
営
方
針
や
経
営
計
画
な
ど
の

作
成
を
経
て
、
第
六
講
で
は
発
表
会

が
行
な
わ
れ
ま
す
。
依
然
と
し
て
厳

し
い
経
営
環
境
の
渦
中
に
あ
り
ま
す

が
、
経
営
指
針
の
成
文
化
と
実
践
が

必
ず
や
力
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
！

継
続
は
力
！
参
加
す
る
た
び
に
会
社
が
強
く
な
る

継
続
は
力
！
参
加
す
る
た
び
に
会
社
が
強
く
な
る

〒378－0002  群馬県沼田市横塚町 896－2
TEL．0278－20－1110　FAX．0278－22－2102

URL http://kk-sanei .net/

軽量鉄骨システム建築 プレハブハウス

株式会社三栄工業

用途に合わせ自由設計、コスト削減（事務所、店舗、倉庫、他）

プレハブパネル工法は規格部材を工場生産  経済性に優れ、短工期
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太
田
支
部
で
は
、
八
月
二
十
一
日

（
木
）、
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
お
お
た
を
会

場
に
支
部
例
会
を
開
催
。「
専
門
家

が
語
る
日
本
一
分
か
り
や
す
い
Ｂ
Ｓ

講
座
」
と
題
し
て
、
税
理
士
事
務
所

ｓ
ｋ
ｙ
、
所
長
・
小
林
潤
氏
（
伊
勢

崎
支
部
）
が
報
告
し
ま
し
た
。

　

同
テ
ー
マ
で
五
回
目
の
報
告
と
な

る
小
林
氏
は
、
財
務
知
識
に
高
い
意

識
を
持
つ
経
営
者
が
多
い
こ
と
に
関

心
す
る
一
方
、
基
礎
を
細
か
く
か
み

砕
い
て
説
明
す
る
講
座
が
少
な
い
こ

と
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
意
味
で
、
基
礎

の
基
礎
か
ら
話
す
、
そ
の
思
い
を
伝

え
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、Ｂ
Ｓ
（
貸
借
対
照
表
）

の
中
で
数
字
が
ど
う
移
動
す
る
の
か

を
、
分
か
り
や
す
い
事
例
を
使
っ
て

繰
り
返
し
説
明
し
、
参
加
者
の
理
解

度
を
高
め
な
が
ら
解
説
し
て
い
き
ま

し
た
。
報
告
の
最
後
に
は
「
会
計
数

字
は
現
状
認
識
と
正
し
い
目
標
設
定

の
た
め
に
あ
る
」
と
語
り
、
基
礎
を

正
し
く
理
解
す
る
必
要
性
を
訴
え
ま

し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
理
想

の
Ｂ
Ｓ
を
意
識
し
な
が
ら
歴
史
を
積

み
上
げ
て
い
き
た
い
」「
最
近
は
感

覚
に
な
っ
て
い
た
が
、
改
め
て
基
本

を
学
べ
て
良
か
っ
た
」
と
い
っ
た
感

想
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

前
橋
支
部
で
は
、
八
月
二
十
二
日

（
金
）、
同
友
会
事
務
所
会
議
室
を
会

場
に
支
部
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

五
月
支
部
総
会
に
続
き
、
㈱
六
本
木

事
務
所
・
六
本
木
氏
が
「
Ａ
Ｉ
が
会

議
を
変
え
る
！
～
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
Ｎ

ｏ
ｔ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
Ｌ
Ｍ
で
議
事
録
・
情

報
共
有
を
効
率
化
～
」
と
の
テ
ー
マ

で
報
告
し
ま
し
た
。

　

六
本
木
氏
は
前
回

の
報
告
で
焦
点
を
当

て
た
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ

Ｔ
と
の
比
較
と
特
徴

を
説
明
す
る
中
で
、

指
定
し
た
資
料
の
み

を
情
報
源
に
回
答
す

る
Ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ

ｋ
Ｌ
Ｍ
は
「
入
れ
た

材
料
だ
け
で
料
理
を

す
る
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
」

と
紹
介
。
そ
の
場
で

実
演
し
な
が
ら
操
作

を
紹
介
し
て
い
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
参

加
者
も
実
際
に
パ
ソ

コ
ン
を
操
作
し
、
資

料
の
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド

か
ら
Ａ
Ｉ
要
約
、

Ａ
Ｉ
が
会
議
を
変
え
る
！

Ａ
Ｉ
が
会
議
を
変
え
る
！

日本一わかりやすい日本一わかりやすい
ＢＳ講座ＢＳ講座

前
橋
支
部
８
月
例
会

太田支部８月例会

チ
ャ
ッ
ト
で
の
質
問
ま
で
行
い
ま
し

た
。
不
慣
れ
な
方
も
そ
う
で
な
い
方

も
説
明
を
聞
き
な
が
ら
操
作
で
き
た

こ
と
で
、
Ａ
Ｉ
を
身
近
に
感
じ
ら
れ

た
様
子
で
し
た
。
ま
た
、
質
疑
応
答

で
は
、Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
の
使
い
分
け
や
、

プ
レ
ゼ
ン
資
料
作
成
の
方
法
な
ど
が

多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

アルミ精密部品の切削加工メーカー

株式会社 エーピーエム
充実した設備と長年培った確かな技術力で

お客様のご要望にお応えします！

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com
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『同友ぐんま（通常号）』

広告募集
＊掲載を希望される場合は、同友会事務局までご連絡を
　お願いいたします

群馬中小企業家同友会・事務局
TEL 027-232-0001　FAX 027-232-0666

［広 告 料］ 2万円（一口×6回掲載）
［スペース］ 縦44mm×横87mm（一口分）

ど
う
な
る
？
ど
う
す
る

ど
う
な
る
？
ど
う
す
る
!?!?
製
造
業

製
造
業

高
崎
支
部
８
月
例
会

　

八
月
二
十
九
日
（
金
）、
ビ
エ
ン

ト
高
崎
を
会
場
に
「
高
崎
支
部
八
月

例
会
」
を
開
催
。
金
属
加
工
・
精
密

機
械
加
工
の
㈱
山
岸
製
作
所
、
取
締

役
会
長
・
山
岸
良
一
氏
（
群
馬
同
友

会
・
相
談
役
）
が
「
ど
う
な
る
？
ど

う
す
る
!?
製
造
業
～
経
営
者
が
流
す

べ
き
な
の
は
血
か
汗
か
、
そ
れ
と
も

涙
か
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
同
社
が
苦

境
を
脱
す
る
た
め
に
行
っ
た
大
改
革

の
詳
細
を
語
り
ま
し
た
。

　

群
馬
同
友
会
は
製
造
業
の
会
員
比

率
が
四
分
の
一
以
上
を
占
め
て
い
る

こ
と
、
ま
た
、
代
表
理
事
を
長
く
務

め
た
山
岸
氏
の
報
告
と
あ
っ
て
、
他

支
部
も
含
め
て
特
に
製
造
業
の
会
員

が
多
数
参
加
。

総
勢
六
〇
名
超

が
集
ま
る
熱
気

溢
れ
る
例
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

二
〇
二
一
年

以
降
、
大
変
厳

し
い
経
営
環
境

に
直
面
し
て
か

ら
の
売
上
・
利

益
の
推
移
を
示

し
な
が
ら
、
そ

の
要
因
や
当
時

の
状
況
を
振
り

返
っ
た
山
岸

氏
。合
わ
せ
て
、

自
動
車
・
半
導

体
・
ロ
ボ
ッ
ト
・

航
空
機
な
ど
、

各
業
界
に
お
け
る
今
後

の
市
場
動
向
や
顧
客
予

測
に
つ
い
て
も
説
明
し

ま
し
た
。
ま
た
、
前
述

の
厳
し
い
状
況
の
最
中

に
あ
っ
て
、「
会
社
の

将
来
を
担
う
Ｆ
Ｍ

（Future M
em

ber

）

メ
ン
バ
ー
へ
の
積
極
的

な
権
限
委
譲
を
進
め

た
」
と
言
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
山
岸
氏
の

報
告
を
踏
ま
え
、
権
限
委
譲
を
受
け

た
Ｆ
Ｍ
メ
ン
バ
ー
の
山
岸
常
務
・
小

島
部
長
・
高
井
部
長
が
リ
レ
ー
形
式

で
登
壇
。
一
〇
年
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ

く
営
業
力
・
開
発
力
の
強
化
を
中
心

に
、
そ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
や
成

果
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

報
告
の
ま
と
め
で
山
岸
氏
は
「
悪

い
と
き
、
厳
し
い
と
き
こ
そ
次
へ
の

準
備
が
大
事
」
と
一
連
の
Ｆ
Ｍ
メ
ン

バ
ー
の
取
り
組
み
を
総
括
し
た
上
で

「
忍
耐
と
継
続
。
そ
し
て
、
信
頼
し

て
任
せ
る
。
後
継
者
と
幹
部
社
員
を

時
間
を
か
け
て
育
て
る
こ
と
が
何
よ

り
も
大
切
」
と
事
業
承
継
を
含
め
た

企
業
変
革
の
重
要
性
を
語
り
ま
し

た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
自
社
の
強
み
は

本
当
に
世
の
中
に
必
要
と
さ
れ
る
強

み
に
な
っ
て
い
る
か
？
」
を
テ
ー
マ

に
グ
ル
ー
プ
討
論
を
実
施
。「
強
み

を
世
の
中
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
」「
必
要
と
さ
れ
て
い
る
か
を

検
証
し
続
け
な
け
れ
ば
時
代
に
取
り

残
さ
れ
て
し
ま
う
」「
業
種
は
同
じ

で
も
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
強

み
の
捉
え
方
は
ま
っ
た
く
異
な
る
」

な
ど
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
活
発
な
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
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日
本
の
夏
、同
友
会
の
夏

日
本
の
夏
、同
友
会
の
夏

各
支
部
で
納
涼
例
会

　

八
月
は
各
支
部
で
「
納
涼
例
会
」
を
開
催
。
最
高
気
温
四
〇
度
を
超

え
る
日
が
連
発
す
る
群
馬
の
夏
を
乗
り
切
ろ
う
と
、
各
支
部
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
や
屋
内
で
の
懇
親
会
を
企
画
し
、
会
員
同
士
の
親
睦
や
絆
を
深

め
合
い
ま
し
た
。各
支
部
の
納
涼
会
の
様
子
を
写
真
で
振
り
返
り
ま
す
。
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同友会のホームページで
会員検索できます。

【ビールに温泉マーク】
� ㈱磯部ガーデン
　温泉マークの発祥地として知られる磯部温泉（安中
市磯部）で温泉マークをデザインしたオリジナルの「磯
部温泉ビール」が、誕生した。市内のクラフトビール
醸造所と磯部温泉がコラボした “オール安中商品” で、
地元の酒店で取り扱う。今後、ホテルや旅館でも提供し、
磯部温泉の新たな名物としてPRする。
　温泉マークにちなんだ商品開発をライフワークにす
るホテル磯部ガーデン社長の櫻井太作さん（㈱磯部ガー
デン／富岡安中支部所属）が発案し、今月９月に開業
した醸造所「霧積ブルワリー」が製造。ラベルのデザ
インは高野酒店の店主で、デザイナーの高野領翼さん
が手がけた。
　「温泉文化」の国連教育科学文化機関（ユネスコ）の
無形文化遺産登録に向けた機運醸成につなげる目的も
あるといい、桜井さんと高野さんは「新たな資源が生
まれた。温泉地を盛り上げたい」と声をそろえる。
 ［８／ 31付上毛］

【ブランド再構築に注目】
� ㈱Sunset�Films
　ブランドのイメージや商品の従来の価値観を見直し、
ロゴや商品名、理念などを再構築する「リブランディ
ング」が注目されている。交流サイト（SNS）での情報
訴求の重要性が高まる中、企業や自治体が “魅せ方” を
模索し、新たな顧客の獲得に動き出している。
　企業や自治体などのブランド戦略を手がける㈱
Sunset Filmsの井埜涼太社長（高崎支部所属）は、企業
や商品のイメージ戦略の再構築の依頼が年々増えてい
ると明かす。
　HPやSNSなどで視覚的に情報を伝えることで、購入
や利用促進につながっていることが背景にあると指摘。
これまで伝統や格式を重んじる傾向が強かった大手企
業や老舗食品メーカーのパッケージやロゴ、動画制作
のほか、県有施設のリニューアル案件もあるという。
　井埜社長は「外部の視点」で商品や場所、企業を俯
瞰することで、新たな価値を見いだすことができると
し、「潜在的な可能性に光を当て、より最適なサービス
を提案したい」と強調した。
 ［９／ 10付上毛］

【有望市場開拓の第一歩】
� ㈱邦　和
　自動車の車体部品向けプレス金型などの設計、製作
を手がける㈱邦和（代表取締役・丹羽孝宜氏／桐生み
どり支部所属）は、インドの高度人材の採用を強化し
ている。海外販路を検討する中で、経済成長著しい同
国に着目。現地の大学と人材交流を深めて日本国内で

の採用が難しい工学系人材を獲得し、人材確保とイン
ド進出への足掛かりにする。
　丹羽孝宜社長は事業拡大に向け、新たな受注先を海
外に求めた。ベトナムのメーカーとの取引を経て、
2022年ごろ人口世界一を誇るインドでの自動車市場の
将来性を意識。販路開拓に向けた第一歩として、人材
の採用活動に着手した。
　丹羽社長はインド出身の従業員について、意思疎通
や生活面に大きな支障はなく、真面目な仕事ぶりを評
価。「技術を一生懸命学んでもらい、将来はインドでビ
ジネスするための架け橋になってもらえたら」と思い
描く。
 ［９／ 11付上毛］

【ウィッチーズと連携で観光PR】
� 赤城フーズ㈱
　前橋市は12日、同市を舞台とするアニメ「前橋ウィッ
チーズ」と連携した新たな観光PR事業を発表した。キャ
ラクター５人が見どころを紹介するオリジナル音声の
放送を13日から市内２施設で始める。また、地元企業
とのコラボレーション商品をふるさと納税の返礼品に
登録した。
　返礼品には、老舗三俣せんべい、赤城フーズ㈱（代
表取締役社長・遠山昌子氏／前橋支部所属）とのコラ
ボレーション商品を追加した。13日午前10時から当該
商品の寄付申込者にオリジナルデザインの礼状を同封
する。
 ［９／ 13付上毛］

【学生ら学習成果披露】
� 中央カレッジグループ
　中央カレッジグループ（代表理事長・中島利郎氏／
前橋支部所属）の10校合同学園祭「かわせみ祭」が20日、
高崎市のＧメッセ群馬で開かれた。多くの来場者が多
種多様な展示ブースやステージイベント、模擬店を楽
しんだ。
　各校で多様な分野を学ぶ学生が展示ブースで日頃の
学習成果を披露し、一人一人の努力と個性を表現した
力作が会場を彩った。お笑い芸人のライブや動物との
触れ合いコーナーも企画した。
　学生間の交流を深めるとともに、グループの一体感
を高めることを目的に開催。企業連携エリアもあり、
ドローンによる自動無人空撮などの最新技術が紹介さ
れ、関心を集めていた。
 ［９／ 21付上毛］

【会員登録変更＆所属支部変更】
　㈱サカト産業、代表取締役会長・坂戸純一氏（高崎
支部）は、この度、「代表取締役社長・小渕皇太氏」に
会員登録を変更し、合わせて「沼田支部」に所属支部
を変更しました。
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参
加
案
内

②
十
月
九
～
十
日
開
催
「
第
二
三
回

障
害
者
問
題
全
国
交
流
会
in
青
森
」

参
加
案
内

③
十
月
三
〇
日
開
催
「
関
東
甲
信
越

ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長
交
流
会
（
埼
玉
）」

参
加
案
内

④
十
一
月
二
〇
～
二
十
一
日
開
催

「
第
五
三
回
青
年
経
営
者
全
国
交
流

会
in
香
川
」
参
加
案
内

Ⅱ
．
審
議
・
承
認
事
項

１
．
理
事
会
へ
の
提
案

　

鈴
木
高
崎
支
部
長
よ
り
、
し
の
の

め
信
用
金
庫
と
連
携
し
た
勉
強
会

（
脱
ド
ン
ブ
リ
経
営
実
践
塾
）
の
開

催
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
こ
れ
を

承
認
し
ま
し
た
。

２�

．
関
東
甲
信
越
青
年
経
営
者

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
群
馬　

収
支
報
告

　

周
藤
青
年
部
長
よ
り
、
関
東
甲
信

越
青
年
経
営
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
群
馬

の
収
支
報
告
と
合
わ
せ
、
繰
入
金
の

分
配
（
本
会
計
と
青
年
部
会
計
）
に

つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
こ
れ
を
承
認

し
ま
し
た
。

３�

．
二
〇
二
五
経
営
研
究
集
会
の
開

催
概
要
に
つ
い
て

　

神
保
実
行
委
員
長
よ
り
、
経
営
研

究
集
会
の
講
演
テ
ー
マ
や
参
加
費
な

日
時　

九
月
二
日
（
火
）

※
今
回
も
同
友
会
事
務
所
と
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

正
副
代
表
理
事
／
町
田
、
杉
﨑
、
佐

藤
、
小
林
、
理
事
／
小
板
橋
、
山
﨑
、

提
箸
、
石
原
、
神
保
、
佐
藤
、
周
藤
、

齋
藤
、
鈴
木
、
諏
訪
、
平
野
、
桑
原
、

池
沢
、
小
池
、
中
西
、
田
村
、
関
口
、

事
務
局
／
阿
久
澤
、
竹
内
（
役
員
計

二
十
一
名
）

【
議　

事
】

　

佐
藤
副
代
表
理
事
が
議
長
を
つ
と

め
、
杉
﨑
代
表
理
事
挨
拶
の
も
と
、

第
五
回
理
事
会
開
会
。

Ⅰ
．
報
告
連
絡
事
項

１�

．
各
支
部
・
部
会
・
委
員
会
等
の

案
内
報
告

　

各
組
織
担
当
者
よ
り
、
活
動
報
告

や
今
後
の
計
画
、
依
頼
事
項
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

２
．
そ
の
他

①
九
月
二
十
五
日
開
催
「
関
東
甲
信

越
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
会
議
（
群
馬
）」

第５回

ど
の
開
催
概
要
に
つ
い
て
提
案
が
あ

り
、こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、

実
行
委
員
で
講
師
（
ニ
イ
ガ
タ
㈱
・

渡
辺
氏
／
神
奈
川
同
友
会
）
の
会
社

へ
訪
問
し
た
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

４�

．
入
退
会
者
承
認
と
仲
間
づ
く
り

推
進
に
つ
い
て

　

前
回
理
事
会
以
降
の
入
退
会
者
は

な
く
、
会
員
数
は
変
わ
ら
ず
五
〇
六

名
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
の

仲
間
づ
く
り
に
向
け
て
、
各
支
部
の

入
退
会
率
・
例
会
参
加
率
な
ど
の
資

料
を
確
認
し
ま
し
た
。

Ⅲ
．
意
見
交
換
・
そ
の
他

１
．
意
見
交
換

　

町
田
代
表
理
事
の
問
題
提
起
を
受

け
て
「
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
、

そ
の
対
策
」
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
討

論
を
行
い
、
率
直
な
感
想
や
意
見
、

各
社
で
の
取
り
組
み
な
ど
を
交
流
し

ま
し
た
。

２
．
次
回
理
事
会
の
開
催
確
認

　

次
回
理
事
会
を
左
記
の
通
り
開
催

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
議
長
は
阿

久
戸
副
代
表
理
事
が
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

■
日
時
／
十
月
七
日
（
火
）

　

■
会
場
／
同
友
会
事
務
所

　
　
　
　
　

＋
ウ
ェ
ブ
（
併
用
）

優れた環境適応性。
より高精細で美しい仕上がり

「水なし印刷」システム

ムダな廃棄物を出さない。
必要な時に必要な部数を

オンデマンド印刷

「水なし印刷」は、湿し水を使用せず有
害な廃液を0にし、その結果CO2を削
減します。環境への負荷が格段に少な
い印刷システムです。

オンデマンド印刷は、「必要な時、必要
なだけ」の印刷でムダがなく、環境面
で優れています。また、印刷コストを抑
え、納期も短縮できます。

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

群馬県環境GS認定事業所

私たちは、環境にも、お客様にもやさしい企業を目指します。

〒370-0015  高崎市島野町890-25

TEL 027（352）7445（代）
FAX 027（352）2953（営業）

E-mail eigyo@jp-t.co.jp
URL http://www.jp-t.co.jp/

上武印刷株式会社


